
③内貿RORO輸送機能の維持・拡充 御前崎港

駿河湾港の機能別の主要施策の取組⽅向と連携・分担のあり⽅
（１）物流 産業 Support《⽀援》 －    物流    低減 駿河湾港 役割 強化－

①国際海上    輸送機能 強化 ⾼度化 清⽔港 御前崎港

 既存貨物 純増    戦略的誘致貨物 取 込  想定
①静岡 ⼭梨 ⻑野 ②⾸都圏誘致(埼⽟、群⾺県、栃⽊)

・将来コンテナ需要
短期： ６４ 万TEU
中期： ８６ 万TEU
⻑期： １０６ 万TEU

 ⻑期需要106万TEUに対
するコンテナバース必要数

(-15)3B,(-14)2B,(-12)1B

・袖師CTの機能を新興津CTへ段階的にシフト
・(-15)1B,(-12)1Bの整備による連続4B化
 興津埠頭間 埋⽴   ⽤地 拡張
 ⾼度       機能 導⼊

・既存ターミナルの拡張（3レーン→6レーン）
・(-14)1Bの整備

②バルク輸送機能の強化 清⽔港 ⽥⼦の浦港 御前崎港

・公共バルク貨物需要は将来的に減少と予測
・将来バルク需要

現状 ： 1,062万トン
短期 ： 1,013万トン
中 ⻑期 ： 976万トン

・原則、既存バースで対応可能
(機能転換等による必要最⼩限の整備に対応)

 量的対応  質的対応 

・輸⼊穀物

拠点港 補完港
（全航路） （近海 東南   航路）

駿河湾港    取扱能⼒ ２港連携   段階的拡充
２港連携   ⻑期需要106万TEUへ対応

・輸⼊パルプ

・輸⼊液体運搬船の⼤型化
(メタノール）（清⽔港）

・輸⼊⽯炭の増加(⽥⼦の浦港)

パナマックス対応(満載)
ﾎﾟｽﾄ・ﾊﾟﾅﾏｯｸｽ対応(減載)

３ ５万DWT対応
(航⾏安全対策 検討)

6 7万DWT級対応
（袖師埠頭既設岸壁の増深）

4万DWT級対応
（富⼠埠頭既設岸壁の増深）

富⼠埠頭パルプ船岸壁の整備
により中央埠頭で対応

4万DWT級対応
（袖師埠頭既設岸壁の増深）

既存埠頭 交流利⽤転換
内貿RORO航路 新規誘致

↓
バルク貨物の集約化
新規岸壁の整備(既定計画)

新興津CTの拡張によるコンテナ機能の⼀体化
袖師埠頭におけるバルク集約・⼤型化対応

 既存 九州航路  陸上⻑距離輸送   転換 ⻑期的  北部九州港湾 
国際ROROを活⽤した中国・韓国向けアジア貨物等の取り込みにより増加と予測

 ⻑期的  新規航路   駿河湾港背後    北海道貨物 誘致
・将来内貿RORO需要

現状：151万トン
短期：152万トン
中期：162万トン
⻑期：259万トン

 九州航路就航船      時    ⼤型化
 北海道航路対応        確保
・内貿ROROターミナルの⼀体的拡充

北海道航路⽤       整備
（⻄埠頭既存岸壁 増深）

（既存⽤地内でのシャーシプール等の確保）
九州航路 現⾏   ⻄埠頭2号岸壁 利⽤

北海道航路 ⼀体的     拡充

※航⾏時間  九州航路 北海道航路 同時間
帯の⼊港となる。

バルク貨物の集約化により
内貿ROROターミナルの拡充に対応

主要バルク

新たな需要

資料４
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機能別の主要施策の取組⽅向と連携・分担のあり⽅

（２）防災 危機管理 Safety《安全》 －安全 安⼼       物流機能継続性 確保－

①緊急対応⼒ 強化 物流機能継続性 確保 清⽔港 ⽥⼦の浦港 御前崎港
■第１次報告による⼈的・物的被害の想定結果
（駿河・南海トラフ沿いで発⽣する地震・津波）

最悪の場合死者数10万⼈超
県内建物の約２割が全壊

■第２次報告による⽣活⽀障等被害の想定結果（想定地震・津波は同上）
緊急物資輸送需要量

（発災から4⽇⽬ 1週間後頃のピーク時）
物資不⾜（給⽔ ⾷料 ⽑布 不⾜量）

《緊急物資輸送》
中部地域の防災拠点港湾

(興津埠頭岸壁 耐震改良)
東部地域の防災拠点港湾

(富⼠埠頭岸壁 耐震改良)
※増深 合   耐震改良

⻄部地域の防災拠点港湾
(⻄埠頭岸壁 耐震改良)

《産業活動維持》
新興津新規コンテナバースの

耐震強化
⻄埠頭新規        

耐震強化
被災後 復旧状況 応  連携

県外流出 回避

緊急物資輸送⽤の⼤型岸壁をバルク貨物関連産業の活動維持⽤として活⽤
被災後 復旧状況 応  連携          能⼒ ⼀定量確保

②災害発⽣時のがれき等処分地の確保 清⽔港 御前崎港

災害廃棄物、津波堆積物
■第２次報告による⽣活⽀障等被害の想定結果（想定地震・津波は同上）

・広⼤な空間を有する港湾において、
既存 ⼟砂処分場 埋⽴計画 
活⽤し、積極的に受け⼊れる。

 未利⽤ 港湾関連⽤地 利⽤ 
低下している埠頭⽤地等は、がれ
き等の仮置き、仕分け⽤地として活
⽤する。

 ⾙島廃棄物処理⽤地(H32埋⽴完了)
 興津埠頭間 埋⽴⽤地

・⽔⾯貯⽊場
 ⼥岩地区埋⽴計画⽤地

・既成港湾関連⽤地→仮置き・仕分け場

       整備等 埋⽴需要 踏         候補地 ⼀体的活⽤   災害発⽣ 備  

清⽔港 御前崎港
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機能別の主要施策の取組⽅向と連携・分担のあり⽅

（３）交流 ⽣活 環境 Spark《活気》 －３港 個性 活   魅⼒            創出－

①外内航クルーズ船等受⼊体制の強化 清⽔港 ⽥⼦の浦港 御前崎港
 国内外    船 誘致 促進  臨海部     創出 湾内海上ﾈｯﾄﾜｰｸ  
接続による伊⾖半島地域の観光活性化

・クルーズ船の⼤型化への対応

船型 隻数 船型 隻数
20万GT級 1 10万 11万GT級 4
15万GT級 2 5万 7.5万GT級 4
12万 14万GT級 4 2万GT級 3
資料：数字   港湾 2011/2012  作成

⼤型外航クルーズ船の寄港実績

《⼤型クルーズ船の受⼊⽅針》
⽇の出ふ頭の旅客船専⽤化

(すべての旅客船に対応)
※7.5万GT以上は安全性検討

貨物埠頭の併⽤
(2~3万GT級旅客船に対応)
※貨物利⽤ SOLASとの調整、

安全性の検証等

中央埠頭の旅客船専⽤化
(2~3万GT級旅客船に対応)

7.5万GT級まで貨物埠頭の併⽤
※貨物利⽤ SOLASとの調整、

安全性の検証等
３港連携による誘致機会を逃がさない体制の構築

②湾内海上ネットワークの構築と対応施設の確保 清⽔港
（湾央の拠点港）

⽥⼦の浦港/沼津港
（湾奥の拠点港）

御前崎港/⼤井川港
（湾⼝の拠点港） 伊⾖半島港湾

駿河湾海上ネットワークの将来計画

フェリー

旅客船

既設

新規

⽇の出埠頭(既設)
⼟肥港(既設)

富⼠埠頭(既設転⽤)

松崎港(既設利⽤)
⼤井川港(既設転⽤)

御前崎港(既設転⽤) 下⽥港(既設利⽤)

沼津港(既設) 三津 ⼤瀬 ⼾⽥ ⼟肥

既設

新規

⽇の出(既設)
松崎港(既設利⽤)

御前崎港(既設転⽤)

⼤井川港(既設転⽤)

下⽥港(既設利⽤)

 湾奥 湾央 湾⼝  東⻄航路 拡充
・既存施設の活⽤による需要に応じた早期対応

富⼠⼭・三保松原 世界⽂化遺産登録（H25年6⽉）

・三保松原の観光⼊込客数の増加
※6⽉の登録直後の週末(29、30⽇)の観光客数は、登録前(５⽉25、26⽇)

より20％増（静岡市調べ）
 増加 期待   観光客     利⽤     運賃割引     実施
※H25.5.7 6.30：3,214台 前年同期⽐229％増（第１弾）

第２弾はH25.8.26 12.27実施中

③交流 観光施設 拡充 清⽔港 ⽥⼦の浦港 御前崎港
・既存のにぎわい施設や地域の特⾊あるイベント等を活かし、国内外か
  観光客 増加      交流 観光施設 拡充 進   

 ⽇ 出地区 交流空間 拡充
 江尻地区 ⽔産 交流拠点 形成

・しらす祭り等のイベント空間の拡張
・⼤型貨物船の観光資源化

・⽔産振興によるにぎわい空間の創出
・⽔産業の６次産業化

各港 交流 観光施設 拡充   増加  観光客 海上       伊⾖半島地域 流 

富⼠⼭・三保松原の世界⽂化遺産登録を起爆剤に、
駿河湾各港  交流 観光施設 拡充 

旅客船の受⼊体制の強化、
湾内海上ネットワークの拡充に取り組み、

伊⾖半島地域はもとより、県全体の観光振興に貢献
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